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研究成果の概要（和文）：乳利用の視座から牧畜を地域間比較し、非搾乳文化圏の構成論理を検討すると共に、
「ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化」仮説を検証し、牧畜モデルの定義の再検討を目的とした。成果
は、乳文化圏においては、仮説が改めて確認されると共に、「アフロ・ユーラシア大陸における乳文化の一元二
極化」仮説を提起するに至った。非乳文化圏においては、「非母子畜分離―母子畜間の関係性維持」「搾乳の困
難性」「低い労働生産性」が搾乳へと至らせない大きな要因であることを明らかとした。牧畜モデルの再検討で
は、「動物の群を管理し、その増殖を手伝い、その乳・肉や機動力を直接・間接に利用する生業」と定義する結
論となった。

研究成果の概要（英文）：From the viewpoint of milk utilization, the logic of subsistence which 
pastoralism does not depend on milking was considered, "monogenesis-bipolarization of milk culture 
in the Eurasian Continent" hypothesis was examined, and the definition of pastoralism model was 
discussed during the research period. As the results, in the milk cultural area, the hypothesis was 
reconfirmed, and moreover "the monogenesis-bipolarization of milk culture in the Afro-Eurasian 
Continent" was proposed. In the non-milk cultural area, it became clear that "the non forcible 
separation between mother and her offspring animal - maintaining of the bond between mother and her 
offspring animal", "the difficulty of milking" and "low labor productivity" are the major factors 
that do not lead to milking. In the definition of pastoralism model, it was concluded as "
subsistence which manage the animal flock and herd, control their reproduction, and use their milk, 
meat and motive power directly and indirectly".

研究分野：文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は、乳利用という人類史において極めて重要な生産活動に着目し、人間と家畜との関係を調査研究し
たものである。東・東南アジアのブタ、南米大陸のリャマ・アルパカからなぜ搾乳しないのか、その要因群を抽
出できたことは、人類と家畜との関係史の解明において極めて意義深いと考えている。また、ユーラシア大陸の
乳利用史を全世界に拡張し、「アフロ・ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化」との仮説を提起し、人類
の乳利用史をまとめあげられたことも、学術的に意義あるものと考えている。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景	
	 搾乳・乳利用は牧畜という生業を誕生させるほどの人類史における一大発明であったとされ
てきた。一方で、旧大陸の湿潤地帯、極北地域、新大陸では、乳を利用せず、家畜との共生関
係を発達させてきた。 
	 乳文化の視点から地球上の様々な地域の牧畜を地域間比較すれば、類似と相違の分析から牧
畜についての新たなる発見と重要な学説を導き出せ、牧畜論考を大きく進展させることが期待
される。しかし、牧畜についての共通した生業項目をとり挙げて、旧・新大陸を通じた牧畜の
比較研究は未だおこなわれていない。 
	 申請代表者は「ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化」仮説を提唱するに至った。こ
の仮説は、家畜化と搾乳・乳利用とは西アジアに一元的に起源し、乳加工が発酵乳系列群の技
術まで発達した段階で周辺に伝播し、北方の冷涼な生態環境により、乳文化は北方圏と南方圏
に二極化して発達していったとするものである。様々な視点からの検証については今後の課題
として残されていた。 
 
２．研究の目的	
	 乳文化を牧畜分析のための比較軸と定め、旧大陸各地域と新大陸の牧畜を対象に、1）乳利
用の視座から牧畜を全地球的に地域間比較して、その特徴を分析し、2）旧・新大陸の牧畜の
特徴と乳文化の視座を鑑みた新しい牧畜モデルを提起することを主な目的とした。更に研究代
表者が約 20 年に及ぶ現地調査を基に提起した「乳文化の一元二極化」仮説を検証することを
通じて、この 2つの目的を補足した。 
 
３．研究の方法	
（目的 1）牧畜の地域間比較	
	 乳文化が牧畜の存立基盤をなす旧大陸の乾燥地帯・ヨーロッパと乳文化が欠落する東南アジ
ア・極北地域・新大陸とでフィールドワークを実施した。調査項目は、家畜の種類とその役割、
母子畜間関係、家畜群管理などである。これらの共通した調査項目に従って各地域でデータを
蒐集し、牧畜について地域間比較研究をおこなった。	
（目的 2）牧畜モデルの再考	
	 乳文化が牧畜の存立基盤をなす旧大陸乾燥地帯・ヨーロッパと乳文化が欠落する東南アジ
ア・極北地域（一部に乳利用あり）・新大陸において蒐集した事例に基づき、牧畜類型分類モデ
ルを考察すると共に、牧畜の再定義をおこなった。	
（補足目的）仮説の検証	
	 研究代表者が約 20 年に及ぶ現地調査を基に提起した「乳文化の一元二極化」仮説を検証する
ことを通じて、本申請課題の 2 つの目的を補足した。その検討内容は、搾乳の西アジア起源一
元性、西アジア型発酵乳系列群の技術と各地域の乳加工技術の関連性、暑熱・冷涼などの生態
環境と乳加工技術の変遷などを考察対象とした。	
（対象とする調査地域）	
	 本研究が対象とする地域は、乳文化が牧畜において不可欠な地域：乾燥地帯の北アジア、中
央アジア、チベット地域、南アジア、西アジア、アフリカ、旧大陸湿潤冷涼地帯のヨーロッパ、
乳文化が欠落する地域：湿潤温暖地帯の東南アジア、極北地域（一部に乳利用あり）、そして、
新大陸・南米のアンデス地域である。これらの地域を、研究メンバーが丁寧に調査項目を調べ
あげた。	
	
４．研究成果	
	 5 年間の採択期間中に現地調査を、旧大陸乾燥地域：アジアで 15 回、アフリカで 8回、ヨー
ロッパで 4回、東南アジアで 13 回、極北で 7 回、新大陸南米で 2回実施した。	
（１）仮説の検証	
	 乳文化は西アジア地域に起源し、西アジア地域でバターオイルやチーズを加工する発酵乳系
列群の保存技術が発達した段階で、西アジア地域から周辺域に伝播し、南方域では発酵乳系列
群の乳加工技術を土台とし、暑熱性ゆえに加熱濃縮系列群の乳加工技術が発達し、北方域では
西アジア型の発酵乳系列群の乳加工技術を基にして冷涼性ゆえにクリームの分離や乳酒つくり
の乳加工技術へと変遷・発達したとするユーラシア大陸における乳文化の一元二極化仮説を、
これまでに提起してきた。 
	 採択期間の 5年間の現地調査により、ユーラシア大陸においては、冷涼地域の北方乳文化圏、
暑熱地域の南方乳文化圏、両文化圏の地理的緩衝地帯に北方・南方乳文化重層圏が展開してい
ることが確認された。ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化仮説が改めて支持された。 
	 更に、この採択期間中の 5年間の継続的調査により、アフリカ大陸をも鑑みた、アフロ・ユ
ーラシア大陸における乳文化の一元二極化仮説を提起するに至った。アフリカ大陸においても、
暑熱環境にあり、生乳の酸乳化、酸乳のチャーニングによるバター加工が優勢となる西アジア
型発酵乳系列群の乳加工技術を基本的には採用していた。また、ヨーロッパでは、冷涼性ゆえ
に、西アジア型発酵乳系列群の乳加工技術がクリームを分離するようになり、さらに、凝固剤
使用系列群のレンネットによる熟成チーズの乳加工技術が発達していた。これらの成果を鑑み、
「乳文化は西アジア地域に起源し、西アジア地域でバターオイルやチーズを加工する発酵乳系



列群の保存技術が発達した段階で、西アジア地
域から周辺域に伝播し、アフリカから西アジ
ア・南アジアにかけての南方域では暑熱性ゆえ
に発酵乳系列群の乳加工技術が土台となり、加
熱濃縮系列群の乳加工技術をも採用し、北アジ
ア・中央アジアからヨーロッパにかけての北方
域では冷涼性ゆえに西アジア型発酵乳系列群の
乳加工技術を基にしたクリーム分離や乳酒つく
り、レンネットにより熟成チーズの乳加工技術
へと変遷・発達した」とするアフロ・ユーラシ
ア大陸における乳文化の一元二極化仮説を提起
するに至った（図 1参照）。 
 
（２）非乳文化圏の検討：南米	
	 新大陸で搾乳がおこなわれなかった要因を検討するために、ペルーのケチュア系牧畜民によ
るリャマ・アルパカ群管理をつぶさに観察し、見出された事実を提示して、谷泰氏（2010『牧
夫の誕生』岩波書店）が提起した母子畜間介入の視点から分析を行った。 
	 日帰り放牧に出る直前や日帰り放牧中に子畜を出産したとしても、母子畜分離を全くおこな
っていなかった。母子畜間介入があったのは、放牧出発時および放牧から帰ってきた際、一時
的に家畜の密集性が高まり、母畜と子畜とがはぐれてしまった場合であり、その母子畜の再会
の介助が稀に実施されていることが確認された。出産に関しても、母子畜間相互認知を確立す
るインプリンティングを確実にするための介助は基本的にはおこなわれないが、難産の場合に
は稀に出産の介助をおこなうことが確認された。また、夜間の新生子の保護のために、母子畜
を強制的に分離して夜営させることはなかった。母畜の乳の出が良くない時、母畜が死亡した
場合、子畜を別の母畜につける乳母づけは、全くおこなわれていなかった。 
	 これらの事実から、リャマ・アルパカ牧畜の母子畜管理は、哺乳の必要性のある子畜と母畜
とを意図的に一定時間分離することはなく、子畜と母畜の関係性は常に自由に構築・更新され
続け、個別的な母子畜間の相互認識に基づく近接性は高いまま維持されることにあると、その
特徴を指摘した。出産時のインプリンティングを確実にするための介助の不在については、放
牧領域の狭さ、放牧の移動速度の遅さということなどが関わって、自然に母畜・新生畜のなす
に任せており、この介助の不在が個別的母子畜間の記憶づけ技術確立への契機を不在のままに
留めさせている一因であると考えられた。夜間の母子畜分離の不在の直接的背景は、夜営地で
の飼養密度の低さという事実に求められると考えられた。これはちょうど、西アジアで実践さ
れるような高密度凝集のもとで、夜営の際に新生子の傷害・死亡を回避するために、母畜と新
生子を分離させる必要がある事情と対照的な事実である。「非母子畜分離―母子畜間の関係性
維持」の状況下においては、母子畜間への介入は多くを必要としない。母子畜間に介入の契機
が生じないということは、搾乳へと至る過程も生起し難いことになり、リャマ・アルパカにお
いては搾乳へと発展していかなかったと結論を導いていった。言い換えれば、母子畜間に関す
るネガティブな事態が起こることがアンデスでは回避されており、このネガティブな事態に対
処するための技術が発想される必要がなかった可能性が高い。そのことが翻って、催乳のよう
な搾乳をめぐる生理的ハードルをクリアする技術の発想に至る回路がアンデスにおいては準備
されなかった背景となったのではないかと考えられた。 
 
（３）非乳文化圏の検討：東・東南アジア	
	 東・東南アジアの農村地域では、ブタから搾乳はついぞおこなわれてこなかった。ブタは、
人類が野生動物を家畜化する中で、ヒツジ、ヤギ、ウシなどのウシ科動物と同様に紀元前 8500
〜8000年には家畜化された動物であるが、ブタからは搾乳がおこなわれてこなかった。東・東
南アジア地域では、農耕－農作物残渣－ブタ飼育という循環システムが成立している。このよ
うな東・東南アジア地域において、ブタから搾乳されなかった一因を考察するために、哺乳行
動を観察し、搾乳するための労働投入量、搾乳によって得られた生産量を検討した。哺乳行動
の観察から、母ブタからの泌乳は、1）母ブタと子ブタの鳴き合い、2）子ブタによる乳房への
催乳行動、3）母ブタ自らが横臥する仕草と音で誘発されていた。ブタからの搾乳は、母ブタ－
子ブタの哺乳行動に合わせて実施しないと成功しなかった。搾乳のタイミングや母ブタの泌乳
の意志、周辺環境などが影響して、ブタからの搾乳は容易に中断することもあり、困難を伴う
作業であった。搾乳を成立させるためには一日中拘束され、多労を要し、毎回必ずしも搾乳で
きないことも明らかとなった。7時間当りの搾乳量は、平均 11.5 mlであり、得られた乳量は極
めて少量であった。これらをまとめると、ブタから搾乳すること自体が困難であり、1 日中を
拘束される重労働であり、かつ、得られる食料（乳）は極めて少なく、食料生産体系に組み込
む必然性が必ずしも必要でなかったことが、哺乳行動と労働生産性からみたブタから搾乳され
なかった要因と考えられた。 
	 東・東南アジアの人々は、コメもしくはイモ類を主食とし、多種類の野菜、魚・貝や海藻な
どの海産資源を利用し、正月儀礼、村落祭祀、年中行事などの特別な日に家畜を屠って肉を摂
取している。東・東南アジアでは、家畜からの乳を食料として選ばなかった地域であり、乳が

図 1 アフロ・ユーラシア大陸における「乳文化の
一元二極化」仮説 



なくとも十分に食生活が成り立ってきた地域である。農民は多忙であり、早朝から日暮れ後ま
で労働が迫られる。そのような多忙な農民生活において、ブタから搾乳すること自体が困難を
伴うものであり、ブタの搾乳という 1 日中を拘束され、かつ、得られる食料（乳）は極めて少
なく、食料生産体系に組み込む必然性がもともとなかったと考えられる。これが、哺乳行動と
労働生産性からみたブタの非搾乳論という結論に至った。 
	 ブタから搾乳しなかった要因としては、哺乳行動や労働生産性以外の要因も考えられる。先
ず、ブタへの忌避感がある。ブタは、人間の排出物や残飯、酒粕など食品加工の工程で生成す
る残渣などを処理するために利用されてきた。特に、豚便所の風習は東・東南アジアに広く利
用されている。このような忌避の感情をもつ家畜から、搾乳するかどうかという視点からも検
討を加える必要がある。また、ブタを肉生産か乳生産のどちらを目的として飼養するか、生産
物間の生産効率比較の視点からも検討する必要がある。更に、非搾乳圏である東・東南アジア
において、ブタを飼養する世帯の食料摂取量と食料摂取品目を調査し、食料資源供給性の視点
からブタ乳が栄養摂取に不必要であったかどうかも検討していく必要がある。これらの項目に
ついては、今後調の検討課題として残された。 
 
（４）牧畜モデルと牧畜定義の再検討	
	 牧畜の類型分類と定義化とをおこなうために、
農耕活動、乳利用、機動力の 3 軸による類型分類
を提起してきた（図 2参照）。これは、乳利用の有
無の視座からの牧畜類型論である。	
	 農耕活動も乳利用（牧畜）もない生業は、狩猟
採集となる。未だ家畜化が始まっていない時期の
農耕民、および、家畜を飼養していない農耕民は、
農耕活動に完全に依存し、乳利用がないため、農
耕活動軸上の上方に位置することになる。やがて
家畜化が始まり、搾乳の発見が起こり、数頭の家
畜を飼養し、乳利用を開始した牧畜民は、乳に少
なからず依存し始めたこと、乳に依存した分、農
耕活動への依存度が相対的に低下していくであろうことから、乳利用をする農耕民の位置は農
産物だけに依存する農耕民よりは斜め右下に位置することになる。いわゆる、半農半牧である。
やがて、乳だけに依存するようになり、農耕活動をまったくおこなわない集団が誕生する。い
わゆる遊牧民である。リャマ牧畜やトナカイ牧畜では、家畜に乳を利用することを選ばず、家
畜に荷物を運搬させる牧畜を成立させるように発展していった。この狩猟採集、農耕、牧畜（半
農半牧、遊牧）の生業を類型分類する「牧畜類型の立体三角形」は、旧大陸・新大陸の多様な
牧畜を素晴らしく説明してくれている。	
	 この類型分類概念に従って牧畜を定義すると、「牧畜とは、自然環境・立地条件に応じて農耕
活動もしくは農産物に依存しつつ、家畜の群を管理し、その増殖を手伝い、その乳や肉などの
畜産物、もしくは、家畜の機動力を直接的・間接的に利用し、生活の多くを家畜飼養に依存し、
生活に必要十分なだけの家畜を屠殺して畜産物を利用したり家畜・畜産物を交換／売却したり
して生活を成り立たせる生業（生活の形）」となる。	
	 これらの牧畜類型モデルや牧畜の定義は、牧畜が乳利用へと発展してくことを前提に考案さ
れた概念である。乳利用を前提としない牧畜の視点からの再考察が課題として残されていた。
本科研採択期間中の成果として、乳利用を前提としない極北地域のトナカイ牧畜からの牧畜類
型モデルが提示された。シベリアそしてユーラシア極北世界の牧畜的世界は、家畜の再野生化
戦略（野生的な群の行動と自由な喫食行動を認める家畜管理）を基軸として進化してきた地域
であるとし、次のような牧畜類型モデルが考案された。家畜化という意味で生殖を人間が管理
下におきながら、家畜との親和性を低く、肉利用を目的に家畜を飼養する再野生化を一方の極
とし、もう一方の極には親和性を高く設定し、家畜を個性化するという極を設定し、牧夫と家
畜との親和性の強度の連続体として、牧畜を類型分類したのである。この類型分類モデルに基
づいた牧畜の定義は、「牧畜とは世代を超えて生殖を管理下においた動物に対して用途に応じた
再野生化と個性化を個体レベルで作り出す技法（文化）を基盤として、群を放牧しながら家畜
を増殖させることで生存を可能とする活動」となる。つまり生殖を管理下においた上でその家
畜個体の馴化を高めるのか低めるのかは、あくまでその牧畜民の置かれた社会生態学的位置づ
けによっており、家畜への順化の度合いにより牧畜は多様な形態を取るとした。極北地域のト
ナカイ牧畜においては、とりわけ家畜からの生産物に重点が置かれていないことが注目される。	
	 これらの検討から、牧畜類型モデルは何に重点を置いて分析するかで表現が異なり、牧畜の
定義内容もその表現の仕方が変わるということである。そして、いずれの牧畜類型分類モデル
も一つの解釈であり、従って牧畜定義の表現の仕方も多様になるということである。この牧畜
の定義の多様性を排除するのであるならば、牧畜の定義をやや抽象的に表現せざるをえず、「動
物の群を管理し、その増殖を手伝い、その乳・肉や機動力

．．．．
を直接・間接に利用する生業」（福井、

1987）（・は申請代表者による）となろう。これらの他にも牧畜モデルを検討してきたが、これ
ら 2 つのモデルの特徴に類似するものであり、ここで提示したこの２タイプが代表的な牧畜類
型モデルとなる。本科研採択期間の成果として、多様なモデルと定義とを検討したこと自体は

図 2．乳生産、農耕活動、外部社会に対する輸送力を
軸とした牧畜類型の立体三角形． 
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意義あるものと考えられるが、地球上の個性的で多様な牧畜を全て内包するような牧畜の定義
は抽象的表現にならざるをえないということが一つの結論である。	
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